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さ
ら
に
、
お
も
ち
ゃ
博
の
成
功

を
機
に
平
成
7
年
に
建
設
さ
れ
た

「
わ
ら
べ
館
」の
開
館
式
に
は
、ロ
ー

ゼ
マ
ン
館
長
ご
夫
妻
が
記
念
式
典

に
臨
み
、
わ
ら
べ
館
と
ヘ
ッ
セ
ン

人
形
博
物
館
と
の
姉
妹
館
締
結
の

調
印
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
と
人
と
顔
を
合
わ
せ
て

お
も
ち
ゃ
博
に
端
を
発
し
た
交

流
は
お
互
い
の
国
を
訪
問
し
合
う

中
で
、
平
成
13
年
、
姉
妹
都
市
提

携
の
調
印
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
ハ
ー
ナ
ウ

市
と
の
交
流
は
、
行
政
だ
け
で
は

な
く
、
文
化
、
観
光
、
教
育
な
ど

「
土
人
形
」
か
ら
始
ま
っ
た
交
流

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国　

ハ
ー
ナ

ウ
市
…
。
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
国

を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
か
？

人
口
は
本
市
の
約
半
分
程
度
、

面
積
は
10
分
の
1
、
ド
イ
ツ
の
経

済
の
中
心
都
市
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

に
隣
接
し
、
市
の
産
業
は
宝
石
、

貴
金
属
の
加
工
が
中
心
で
、
経
済

を
支
え
る
主
要
産
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
グ
リ
ム
童
話
で
知

ら
れ
る
グ
リ
ム
兄
弟
の
出
生
地
で

も
あ
り
ま
す
。
本
市
か
ら
は
関
空

経
由
で
約
15
時
間
と
い
っ
た
所
に

位
置
す
る
都
市
で
す
。

ハ
ー
ナ
ウ
市
と
本
市
と
の
交
流

は
、
一
体
の
土
人
形
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
市
制
施
行
１
０
０
周
年

を
記
念
し
て
平
成
元
年
に
開
催
さ

れ
た
「
鳥
取
・
世
界
お
も
ち
ゃ
博

覧
会
」
に
、
世
界
最
古
（
紀
元
前

5
〜
4
世
紀
）
の
操
り
人
形
が
、

ハ
ー
ナ
ウ
市
の
「
ヘ
ッ
セ
ン
人
形

博
物
館
」
か
ら
特
別
展
示
さ
れ
た

の
で
す
。
ま
た
、
お
も
ち
ゃ
博
に

出
品
さ
れ
て
い
た
和
紙
人
形
製
作

グ
ル
ー
プ
「
駒こ

ま
ど
り
か
い

鳥
会
」
の
作
品
が
、

訪
鳥
中
の
ヘ
ッ
セ
ン
人
形
博
物
館

の
ロ
ー
ゼ
マ
ン
館
長
の
目
に
と
ま

り
、
同
館
へ
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
。

現
在
も
館
内
の
一
角
に
、
和
紙
人

形
の
ジ
オ
ラ
マ
が
常
設
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
や
団
体
で
の

市
民
に
よ
る
交
流
が
盛
ん
に
。

そ
ん
な
中
、
平
成
17
年
に
民
間

団
体
と
し
て
交
流
を
推
進
す
る

「
鳥
取
ハ
ー
ナ
ウ
協
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
設
立
当
初
か

ら
会
長
を
な
さ
っ
て
い
る
の
が
こ

の
た
び
ご
紹
介
す
る
山
本
二
郎
さ

ん
で
す
。
設
立
当
初
の
会
員
数
は

１
５
０
名
、
現
在
は
約
２
０
０
名

の
会
員
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

一
方
、
ハ
ー
ナ
ウ
市
で
も
「
友

好
協
会
鳥
取
・
ハ
ー
ナ
ウ
」
が
設

立
さ
れ
、
お
互
い
の
交
流
の
基
盤

が
整
い
ま
し
た
。

「
交
流
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
だ
け

で
は
な
く
、
人
と
人
と
が
直
接
、

人と人との出会いと
密度の濃い末長い交流

　鳥取ハーナウ協会

「友好協会鳥取ハーナウ」ワルター会長（左）と「鳥取ハーナウ協会」山本会長（右）
が友好交流提携書に調印（平成 18 年 10 月18 日 ホープスターとっとり）

シリーズ

会長・山本 二郎 さん
Jiro  Yamamoto
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室町時代の正月

　現代の日本の正月は、仕事上ではあまり 1 年
の区切りという感覚はないかもしれません。しか
し、前近代までは暦どおり年始であり、正月の元
日から、朝廷でも幕府でも、公私にわたるさまざ
まな行事が続きます。
　室町時代の正月をみると、武士はもとより公家
や僧侶に至るまで、将軍の御所に年頭のあいさつ
に向かい、将軍自身も幕府重臣や有力寺院を訪
れる御

お な り

成の儀式などを行います。例えば、足
あしかが

利
義
よしもち

持・義
よしのり

教期の将軍の護
ご

持
じ

僧
そう

（将軍の身体護持の
祈祷などをする僧）である、三

さんぽういん

宝院満
まんさい

済による
「満

まんさい

済准
じゅごう

后日
に っ き

記」を見てみると、正月には毎日の
ように幕府重臣の宅や有力寺院に御成をしていま
す。
　その中で、山陰地方の有力武士である山

や ま な

名時
ときひろ

凞
の邸宅では、概ね毎年正月 22 日に将軍を迎えて
おり、重臣の 1 人として名を連ねています。明
徳の乱で征伐された山名氏ですが、その後も幕府
の中で「御

ごしょうばんしゅう

相伴衆」として位置づけられており、
この他にも将軍が満済の房舎へ渡

と ぎ ょ

御する際に時凞
が付き従うなど、依然として幕府内での身分の高
さがうかがえます。

　さて、鳥取
市歴史博物館
では、年末か
ら年始にかけ
て、さまざま
なイベントを
用意していま
す。職員一同、
みなさんの御
成（来館）を、
心よりお待ち
しています。

鳥取市歴史博物館学芸員　石
い し い

井伸
のぶひろ

宏

問い合わせ先
やまびこ館　上町88 （0857）23ー2140

お
う
ち
だ
に
画
報

あけましておめで " 十
とう

" sweet 10 やまびこ館 
〜 2010 年 やまびこ館は開館 10 周年を迎えます〜
※詳しくは、24 ページをご覧ください。

鳥取市歴史博物館お正月イベント

楞
りょうごんじ

厳寺
（時煕庇護の寺　兵庫県美方郡新温泉町）

顔
を
見
合
わ
せ
て
話
す

こ
と
が
大
切
」
と
山
本

さ
ん
は
力
強
く
話
し
ま

す
。
ま
た
、「
言
葉
は
通

じ
な
く
て
も
誠
意
は
伝

わ
る
の
で
、
意
思
の
疎

通
は
で
き
ま
す
」
と
言

い
な
が
ら
も
、
一
昨
年

10
月
の
ハ
ー
ナ
ウ
市
民

訪
鳥
団
を
歓
迎
す
る
夕

食
会
で
は
、
勉
強
中
の

ド
イ
ツ
語
で
あ
い
さ
つ

も
。ま

た
、
ハ
ー
ナ
ウ
市

民
訪
鳥
団
の
団
長
は
、
山
本
会
長

ほ
か
協
会
の
み
な
さ
ん
の
心
か
ら

の
お
も
て
な
し
に
感
謝
。「
お
客
と

し
て
鳥
取
に
行
き
、
友
人
と
し
て

ド
イ
ツ
へ
帰
り
ま
し
た
」
と
本
市

を
訪
れ
る
前
に
持
っ
て
い
た
期
待

を
、
は
る
か
に
超
え
る
訪
問
だ
っ

た
と
絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。

密
度
の
濃
い
末
長
い
交
流
を

平
成
18
年
に
は
会
員
が
ハ
ー
ナ

ウ
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
市
民
挙

げ
て
の
熱
烈
な
歓
迎
ぶ
り
と
、
随

所
ま
で
行
き
渡
っ
た
気
配
り
に
感

動
し
た
の
こ
と
。「
距
離
、
言
葉

の
問
題
な
ん
て
小
さ
な
こ
と
で
す
。

不
自
由
さ
を
感
じ
た
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
で
す
ね
」
と
山
本
さ
ん
。

昨
年
10
月
、
本
市
で
開
催
さ
れ

た
「
日
本
の
ま
つ
り
・
２
０
０
９

平成 16 年 6 月、市民団体として初めて鳥取市民訪問団がハーナウ
市を訪問。ハーナウ市庁前での記念写真。中央はグリム兄弟の像。

鳥
取
」に
は
、ハ
ー
ナ
ウ
市
の「
シ
ュ

タ
イ
ン
ハ
イ
ム
カ
ー
ニ
バ
ル
協
会
」

の
み
な
さ
ん
が
、
若
桜
街
道
や
と

り
ぎ
ん
文
化
会
館
な
ど
で
、
伝
統

的
な
マ
ー
チ
ダ
ン
ス
や
ラ
イ
ン
ダ

ン
ス
を
披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
の

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

来
年
は
、
本
市
と
ハ
ー
ナ
ウ
市

と
の
姉
妹
都
市
提
携
10
周
年
、
そ

し
て
、
協
会
設
立
5
周
年
を
迎
え

ま
す
。

新
た
な
交
流
へ
つ
な
げ
て
い
け

る
記
念
事
業
を
考
案
中
と
の
こ
と

で
す
が
、
協
会
の
運
営
と
将
来
の

交
流
の
姿
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

し
た
。「
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
始
め
か

ら
全
力
疾
走
す
る
と
、
ゴ
ー
ル
に

た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
な
い
ラ

ン
ナ
ー
を
見
か
け
ま
す
。
先
は
長

い
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
少
し
ず
つ

ゴ
ー
ル
イ
ン
す
る
よ
う
な
感
覚
が

大
切
。
あ
せ
ら
ず
、
息
の
長
い
交

流
を
続
け
て
い
き
た
い
」。

さ
ら
に
「
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
、

縦
、
横
、
斜
め
の
交
流
を
続
け
な

が
ら
今
の
協
会
の
姿
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
『
誠
意
』
を
共

通
概
念
に
か
か
げ
、
あ
せ
る
こ
と

な
く
密
度
の
濃
い
末
長
い
交
流
を

め
ざ
し
た
い
」
と
き
っ
ぱ
り
。

20
年
前
、
一
体
の
土
人
形
か
ら

始
ま
っ
た
交
流
の
絆き

ず
な
は
、
着
実
に

深
く
、
強
く
な
り
、
続
い
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。
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